
【別紙】令和７年度　特色ある区づくり予算について（答申）
　　　　 区役所企画事業案に対する意見

No 事業名 区役所企画事業案に対する意見 関連部会

1 やさしい区役所推進事業

【第2部会】
・今年度の区役所２階の変更はとても良い。健康センター棟の２
階も明るい雰囲気にしてもらえると良い。
・土足禁止の靴を脱いで上がるエリアが整えられると親御さんと
しても嬉しいと思う。

【第3部会】
・今年度行ったレイアウト変更はプライバシーの保護などに効果
があったと思う。健康センター棟も効果のある改修がされるとい
い。
・説明の中で、窓口件数が多いとのことだったが、窓口申請の
オンライン化を進めれば、窓口件数は減らせるのでは？

共通

2 住民バス利用促進事業

・運営委員会からも例年要望があると思うが、内野駅までの延
伸をしてほしい。
・来年度のキャンペーンの際には、観光なども視野に入れて、
土日運行も検討してほしい。
・無料試乗キャンペーンよりも、「なぜバスに乗らないのか」をア
ンケート調査をした方が有効ではないか。利用者の声を直接聞
くことで、改善点や潜在需要の把握ができ、長期的な解決策が
見いだせると思う。
・定期利用が少ないことも踏まえると、再度のニーズ分析を行
い、持続可能かつ根本的な問題解決につながる施策の検討が
重要である。
・バスから電車の乗換だけでなく、バスからバスへの乗換ももっ
と周知されると良い。

第3部会

3
やってみよう！
地域で考える

雪対策モデル事業
(意見なし) 第1部会

4
きれいなまちづくり
サポート事業

(意見なし) 第1部会

5
西区のオススメ！
農産物販売促進事業

(意見なし) 第3部会

6
西区の魅力に出会う！
まち歩きと食育体験

(意見なし) 第3部会

7 未来を拓く農業支援事業 (意見なし) 第3部会

8
なぎさのふれあい広場

改修事業
(意見なし) 第1部会

9
海の賑わい

スポーツスマイル
プロジェクト

・区づくり予算事業という意味で、西区らしく海のスポーツに着
目した点はとても良い。ただし、健康増進が図れるとは言い切
れない種目が多い点や、安全や危機管理が難しいという点には
注意すべきである。
・遠泳などの地域に古くからあるスポーツ振興にも取り組むべき
ではないか。
・SUPのみならず、多様なマリンスポーツを幅広く振興していけ
ると良い。

第2部会

資料１-２
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【第１部会】
・学生が地域に入り込むことで地域の活性化に繋がり、将来西
区で活動するプレイヤー（人材）を発掘、育成する側面も持ち合
わせている、いわゆる未来への投資スタイルの良い取り組みだ
と思う。それゆえに、事業費の縮小イコール今後の本事業の規
模縮小を意味するのではないかと危惧する。
・地域を盛り上げるために、若者のエネルギーをより積極的に
事業で発揮できるよう、特定の大学だけではなく、より多くの大
学・学校が参画できるよう進めて欲しい。

【第2部会】
・何をしていくかは以前より明らかになったが、予算額に対して
成果が見えない、出ていない点は問題である。
・今年度の取組の一つである、内野駅前のイルミネーションでの
賑わいづくりについて、本当に効果があるのか、大学の先生主
導でやって意味はあるのか？
・「課題に対して専門性の高い先生にお願いする」形で実施する
のが良いのではないか。(以前市と大学の取組がこのような形
式で行われた際は高評価であった。)
・「単年度で地域活動を行い成果まで出す」という本事業の立て
付け自体に厳しい側面があるのではないか。
・連携の実績づくりが主たる目的であるとすれば、すでに連携活
動を行っている先生の事業に区から「お墨付き」をあげる形で連
携していくのが良いのではないか。
・現在は実績作りの段階ということで、連携しやすい新大の先生
が対象となっているが、ゆくゆくは新大のみに限らず、他の大学
にも連携の輪を広げていけると良い。

【第3部会】
・本事業が学生へ十分な周知をされているように感じない。「学
生から」事業を提案する機会は今後あるのか？
・大学の先生や学生という肩書などにこだわらず、もっと広く色
んな規模で事業や活動ができるようになると良い。

11 Meetup!NiigataWEST2040

【第2部会】
・事業内容は以前より定まっているが、予算額に見合った成果
が見えないため、広く区民に成果を説明できるように事業を進
めていく必要がある。
・大学に行っていない人は多くおり、世の中をそういった人たち
が動かしていることも考えると、多様な主体が関わり合うコミュ
ニティを作ることができる本事業には期待する面もある。

共通

地域と大学連携事業10 共通


